
初期臨床研修プログラム 

大阪府済生会野江病院 

血液内科 

Ⅰ 経験、習得すべき事項 

(1)  当科で経験できる可能性の高い症状、所見の鑑別診断 

発熱 全身倦怠感 リンパ節腫脹 貧血 出血傾向 

関節痛     

 

(2)  頻度の高い疾患の理解と治療 

鉄欠乏性貧血 再生不良性貧血 溶血性貧血 巨赤芽球性貧血 急性白血病 

慢性骨髄性白

血病 

悪性リンパ腫 多発性骨髄腫 骨髄異形成症

候群 

特発性血小板

減少性紫斑病 

播種性血管内

凝固症候群 

敗血症    

 

Ⅱ 当診療科における研修の特徴 

主に血液・免疫系疾患を担当する当科では、上記のような全身性疾患の患者を受け持ち、基本的な

診察法、各種穿刺法などを含む臨床検査、輸血や感染症対策など基本的治療を修得する。種々の

臓器の病変についての鑑別診断のために他の専門各科と連係して内科全般を学ぶことができる。また造

血器悪性疾患の化学療法を行いつつ、その効果・副作用などの理解を深める。終末期医療も学ぶこと

ができる。 

 


